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伝搬モデルの構成技術
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本テーマでは、高精細空間モデルを前提に測定結果を用いて伝搬パラメータの最適化を実施し、レイトレーシ
ング法の精度向上を図る。その一方、送受信間に多くの伝搬路が存在するマルチパス環境を対象とする場合、
レイトレーシング法ではその伝搬特性をリアルタイムに演算することは極めて難しいことから、本サブテーマで
は、レイトレーシング結果を機械学習することによる伝搬解析の高速化手法も確立する。

本研究機関では、伝搬推定精度の向上を目的として「伝搬パラメータの最適化」と「伝搬解析の高速化」の研
究開発している。これまでレイトレーシングの基本となる反射・透過・回折および散乱のモデルを解析し、精度向
上のために最適化すべき基本パラメータを抽出し、都市部および住宅街の環境において測定結果を基に伝搬
パラメータの最適化を実施し、伝搬推定精度に対するその効果を評価してきた。さらなる精度向上図るため、高
精度空間モデルを最適化システムに適用した。また、伝搬解析の高速化を目的として、最適化したレイトレーシ
ング結果を機械学習することにより高精度伝搬解析手法を確立した。

レイトレーシング法における伝搬推定の高精度化
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【最適化システム】

• レイトレーシング計算における材料パラメータや構造物との相互作用メカニズムに
注目した伝搬パラメータの最適化システムを構築

• 伝搬損失推定向上を目的として、高精度空間モデルを最適化システムに適用
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レイトレーシング計算結果と実測の伝搬損失値
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機械学習による伝
搬解析手法の確立

• レイトレーシング結果
を機械学習して，伝搬
損失，伝搬遅延，到来
角度の推定モデルを
構築

920 MHz帯

• 922 MHz帯におけるすべての測定点で
検証：RMSE = 6.38

• 922 MHz帯域で最適化したパラメータを
4.8 GHz帯に適用し検証：RMSE = 4.86

4.8 GHz帯

評価

power azimuth angle profile

power delay profile

本研究開発の成果の一部は、総務省の委託研究開発（JPJ000254）「仮想空間における
電波模擬システム技術の高度化に向けた研究開発」により実施した成果を含みます。
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